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論文題目 吸水性高分子摩擦低減剤の地盤条件を考慮した膨潤・透水特性 

鋼 矢 板 等 の 地 中 埋 設 体 の 引 抜 き 撤 去 に お い て ， 地 盤 と 埋 設 体 の 間 に 作 用 す る 付

着 力 や 摩 擦 力 に よ り ， 多 量 の 土 塊 が 地 表 に 排 出 さ れ て 生 じ る 地 盤 変 状 を 抑 制 す る

た め に ， 吸 水 性 高 分 子 摩 擦 低 減 剤 （ 以 下 ， F C 剤 ） が 開 発 さ れ て い る ． 埋 設 体 に

塗 布 し た F C 剤 は ， 打 設 後 ， 地 下 水 と 接 触 し ， 吸 水 膨 潤 ゲ ル 化 し て 土 と 埋 設 体 の

間 に 潤 滑 層 を 形 成 す る こ と で ， 土 の 付 着 を 大 幅 に 抑 制 で き る ．  

本 研 究 で は ， 原 位 置 に お い て 大 き く 影 響 を 及 ぼ す 地 盤 条 件 と し て ， 変 形 条 件 ，

応 力 条 件 ， 間 隙 水 条 件 を 抽 出 し ， 各 条 件 に お け る F C 剤 の 膨 潤 ・ 透 水 特 性 を 検 討

し た ． 試 料 と し て ， ( 株 ) 日 本 触 媒 製 の F C 剤 （ 吸 水 性 高 分 子 粉 体 ＋ 接 着 性 高 分 子

＋ 有 機 溶 剤 ） ， 試 験 水 と し て ， 純 水 ， 人 工 海 水 ， セ メ ン ト ミ ル ク 抽 出 水 を 使 用 し

た ． 三 次 元 変 形 条 件 （ 無 拘 束 ） に お け る 吸 水 性 高 分 子 粉 体 の 膨 潤 倍 率 ( R a ) を 検 討 す る 簡 易 吸

水 試 験 ， 地 盤 内 を 再 現 し た 一 次 元 変 形 条 件 （ 側 方 拘 束 ） ， 有 効 拘 束 圧 ( p ’ )， 間 隙 水 圧 ( u )下

に お け る F C 剤 の 膨 潤 倍 率 ( R a ) ， 透 水 係 数 ( k ) を 検 討 す る カ ラ ム 型 膨 潤 ・ 透 水 試 験 を

そ れ ぞ れ 実 施 し た ．   

得 ら れ た 知 見 を 以 下 に 示 す ．  

<膨 潤 特 性 >① 三 次 元 変 形 条 件 （ 無 拘 束 ） と 一 次 元 変 形 条 件 （ 側 方 拘 束 ） の 膨 潤 倍 率 ( R a )

は ， 三 次 元 変 形 条 件 の 方 が 大 き く な る ． 地 盤 内 に お け る ， F C 剤 の 膨 潤 ・ 透 水 特 性 を 検 討 す る

た め に は ， 一 次 元 変 形 条 件 に お い て 有 効 拘 束 圧 ( p ’ )を 載 荷 で き る カ ラ ム 型 膨 潤 ・ 透 水 試 験

を 行 う 必 要 が あ る ． ② 膨 潤 倍 率 ( R a ) に 及 ぼ す 間 隙 水 圧 ( u ) の 影 響 は な い ． ③ 有 効 拘 束 圧 ( p ’ )が

大 き く な る と 膨 潤 倍 率 ( R a ) は 減 少 し ， p ’と R a m a x の 関 係 は ( 1 )式 で 表 さ れ る ． 膨 潤 可 能 な 限 界

の 有 効 拘 束 圧 を 膨 潤 圧 ( p ’ s )， 対 応 す る 深 さ を d m a x と 定 義 す る と p ’ s = 5 9 0 k P a ， d m a x = 1 2 0 m 程 度

で あ る ． ④ 塩 分 濃 度 ( s )が 高 く な る と 膨 潤 倍 率 ( R a ) は 低 下 し ， s， p ’と R a m a x の 関 係 は ( 2 )式 で 表

さ れ る ． s= 3 5 g / L ( 海 水 ) に お い て ， p ’ s = 1 0 0 k P a ， d m a x = 2 0 m 程 度 で あ る ． ⑤ セ メ ン ト 水 比

( C / W ) が 高 く な る と 膨 潤 倍 率 ( R a ) は 低 下 し ， C / W， p ’と R a m a x の 関 係 は ( 3 )式 で 表 さ れ る ． 地

盤 改 良 に 用 い る C / W = 1 0 0 % ( W / C= 1 0 0％ )に お い て ， p ’ s = 5 1 0 k P a ， d m a x = 1 0 0 m 程 度 で あ る ．  

R a m a x = 3 4 e x p ( - 0 . 0 0 6 0 p ' )  ( g / g )  ( 1 )

R a m a x = [ 3 4 ( s+ 1 ) - 0 . 4 8 ] e x p [ - ( 0 . 0 0 0 3 6 s+ 0 . 0 0 6 0 )  p ' ]  ( g / g )  ( 2 )

R a m a x = [ 3 4 ( C / W + 1 ) - 0 . 2 1 ] e x p { [ 0 . 0 0 0 2 2 l n ( C / W + 1 ) - 0 . 0 0 6 0 ] p ' }  ( g / g )  ( 3 )

<透 水 特 性 >⑥ 透 水 係 数 ( k ) は 膨 潤 倍 率 ( R a ) に 依 存 し ， R a が 高 く な る と k も 高 く な る ． R a m a x

と k の 関 係 は ( 4 )式 で 表 さ れ ， k≒ 7 . 0 × 1 0 - 1 3～ 1 . 2 × 1 0 - 1 1 ( m/ s )と 非 常 に 小 さ く ， F C 剤 は 高 い 止 水 性

を 有 す る ．  

k = 7 . 0R a m a x
0 . 8 × 1 0 - 1 3      ( m/ s )  ( R a m a x > 1 )  ( 4 )

                                                     (１０００字程度) 


